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　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の状況や将来に対する方針などを質問する
もので、定例会に限って行なわれます。今回の一般質問は６月22日から24日までの３日
間で行い、９人の議員が質問に立ちました。掲載原稿は質問者本人が要約したものです。

【
来
年
か
ら
18
歳
選
挙
権
執
行
】

　
　
　
今
通
常
国
会
で
　
歳
選
挙
権
が

全
会
一
致
可
決
。
来
年
の
参
院
選
か
ら

　
歳
選
挙
権
が
始
ま
り
、
こ
の
分
野
で

世
界
に
追
い
つ
く
。
多
く
の
若
い
皆
さ

ん
の
希
望
が
反
映
す
る
政
治
方
向
に
進

む
こ
と
を
願
う
。

【
大
学
生
等
の
投
票
で
の
懸
念
】

　
　
　
昨
年
　
月
の
総
選
挙
で
も
、
各

地
の
大
学
等
で
の
期
日
前
投
票
が
報
道

さ
れ
た
。
天
草
市
内
の
高
校
や
看
護
学

校
で
も
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
た

だ
、
20
歳
選
挙
権
の
現
在
で
も
大
学
等

に
通
う
学
生
が
住
民
票
を
親
元
に
置
い

て
い
る
だ
け
で
は
投
票
で
き
な
い
こ
と

と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
高
校
と

本
市
等
の
窓
口
と
の
関
係
が
、
十
分
に

必
要
な
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
で
済
ま

せ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
対

応
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　

改
正
公
職
選
挙
法
が
先

日
参
議
院
本
会
議
で
可
決
成
立
し
た
。

文
科
省
や
総
務
省
は
、
選
挙
に
関
す
る

副
教
材
を
つ
く
り
、
今
夏
に
も
配
布
す

る
方
針
。
関
係
機
関
と
協
力
し
、
投
票

率
向
上
に
努
め
て
い
く
。
ま
ず
、
高
校

等
で
の
期
日
前
投
票
所
の
開
設
は
、
一

般
の
有
権
者
と
同
じ
期
日
前
投
票
所
や

投
票
所
を
利
用
す
る
こ
と
で
責
任
感
と

投
票
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
誘
い

合
っ
て
投
票
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
投
票

率
の
上
昇
に
結
び
つ
く
。
一
般
の
有
権

者
と
同
じ
投
票
所
で
お
願
い
し
た
い
。

【
高
齢
化
で
移
動
困
難
者
へ
の
対
応
】

　
　
　
　
歳
選
挙
権
と
は
対
照
的
な
、

一
方
で
高
齢
化
に
よ
り
投
票
所
に
出

か
け
る
事
さ
え
困
難
な
市
民
が
増
え

る
現
状
認
識
と
対
応
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
い
。

　
　
　
　
　
　

投
票
所
を
見
直
す
に

あ
た
っ
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
施
設
へ

の
変
更
を
す
す
め
て
い
る
。
ま
た
、
タ

ク
シ
ー
助
成
は
、
財
源
問
題
や
公
平
性

確
保
及
び
他
施
策
と
の
関
連
で
、
慎
重

に
検
討
。
郵
便
投
票
制
度
の
周
知
は
、

今
後
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

　
　

蓮池 良正
議員

若
者
等
の
参
政
権
行
使
支
援
を

一 般 質 問

　
　
　
小
中
学
校
の
運
動
会
の
実
施
時

期
は
。

　
　
　
　
　

市
内
小
学
校
22
校
の
う

ち
、
春
の
開
催
が
12
校
、
秋
の
開
催
が

10
校
と
な
っ
て
い
る
。
中
学
校
の
体
育

大
会
に
つ
い
て
は
、
市
内
中
学
校
13
校

の
す
べ
て
が
５
月
に
開
催
し
て
い
る
。

　
　
　
小
学
校
の
運
動
会
が
春
に
移
行

し
て
い
る
要
因
は
。

　
　
　
　
　

熱
中

症
対
策
や
地
域
の

行
事
等
も
考
え
学

校
長
の
判
断
で
実

施
す
る
。

【
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
】

　
　
　
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
導
入
の
考

え
は
。

　
　
　
　
　

空
調
設
備
に
頼
ら
ず
熱
中

症
対
策
を
と
り
、
自
己
管
理
能
力
を
育

て
る
た
め
今
の
と
こ
ろ
は
検
討
し
て
い

な
い
。

　
　
　
設
置
費
用
は
。

　
　
　
　
　

小
中
学
校
の
設
置
費
は
７

億
２
，０
０
０
万
円
、
年
間
維
持
費
は

６
，０
０
０
万
円
程
度
で
あ
る
。

【
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
】　

　
　
　
消
防
団
の
出
勤
手
当
て
は
県

内
、
他
市
よ
り
低
い
の
で
は
。

  　
　
　
　

水
・
火
災
時
、
１
人
１
回

１
，０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
他
市

状
況
を
確
認
後
、
検
討
す
る
。

　
　
　
避
難
勧
告
発
令
時
、
市
民
は
ど

う
す
べ
き
か
。

　
　
　
　
　

避
難
に
危
険
が
伴
う
と
き

は
、
近
く
の
頑
丈
な
建
物
や
自
宅
の
２

階
の
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
べ
き
と
考

え
る
。

　
　
　
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
は
。

　
　
　
　
　

本
年
９
月
６
日
に
市
内
全

域
で
一
斉
に
避
難
訓
練
を
行
う
。

【
ご
み
収
集
に
つ
い
て
】

　
　
　
春
の
大
型
連
休
時
、
中
日
の
収

集
等
の
対
応
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

連
休
が
６
日
間
続
く
場

合
も
あ
る
が
、
収
集
場
所
を
１
日
で
一

斉
に
行
う
の
は
、
車
、
作
業
員
の
不
足

と
な
る
。

　
　
　
収
集
場
所
ま
で
、
ご
み
出
し
が

困
難
な
高
齢
者
、
障
が
い
者
世
帯
の
ご

み
出
し
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
作
る
べ

き
と
要
望
し
た
。

鎗光 秀孝
議員

児
童
・
生
徒
の
学
習
、

　
　
　
　
　
　
生
活
環
境
に
つ
い
て

　
　
　
国
は
人
口
減
少
問
題
の
克
服
を

掲
げ
て
、地
方
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
、

自
治
体
に
も
地
方
版
総
合
戦
略
策
定
を

義
務
づ
け
、
優
良
な
施
策
等
の
実
施
に

対
し
て
は
、
国
が
金
も
人
材
も
支
援
す

る
と
し
た
。
天
草
版
総
合
戦
略
で
は
地

域
内
循
環
型
経
済
（
地
産
地
消
）
を
構

築
す
べ
き
だ
。
創
生
実
践
会
議
は
ど
の

よ
う
な
構
成
方
針
で
進
め
ら
れ
る
か
。

　
　
　
　
　
　

  

各
農
協
等
、
20
の
団

体
に
県
広
域
本
部
や
市
の
関
係
部
署
を

入
れ
た
、
産
官
学
金
労
で
構
成
。
本
市

の
将
来
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
に
大
き

く
４
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。①
地
方

に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す

る
。②
地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を

作
る
。③
若
い
世
代
の
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
。④
時
代

に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
全
な
暮

ら
し
を
守
る
と
と
も
に
地
域
と
地
域
を

連
携
す
る
。
個
人
、
団
体
等
の
提
案
も

検
討
す
る
。

　
　
　
総
合
戦
略
実
現
へ
の
市
長
の
意

気
込
み
は
。

　
　
　
地
方
が
抱
え
る
最
大
の
課
題
で

あ
る
「
人
口
減
少
を
克
服
す
る
」
こ
と

が
目
的
で
あ
り
、
戦
略
的
、
効
果
的
に

事
業
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
市
民
、
有
識
者
の
皆
様
か
ら

も
意
見
を
い
た
だ
く
。

　

今
後
、
各
町
で
「
市
民
ふ
れ
あ
い
座

談
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
私
も
多
方

面
に
足
を
運
び
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
地
方
創
生
の
成
功
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　
　
天
草
創
生
は
、「
入
を
量
り
出

を
制
す
」
こ
と
で
あ
る
。
出
を
制
す
に

は
節
約
、
辛
抱
で
は
な
く
食
料
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
医
療
福
祉
を
地
域
で
自
給
自

足
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
雇

用
を
確
保
し
、
定
住
で
き
る
社
会
を
住

民
の
協
同
の
力
で
創
造
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　
そ
こ
に
行
政
が
支
援
を
行
い
、
住
民

と
行
政
の
協
働
に
よ
っ
て
地
域
内
循
環

型
経
済
を
創

り
上
げ
る
こ

と
が
、
地
方

創
生
の
成
功

へ
の
道
で
あ

る
と
思
う
。

大塚 基生
議員

天
草
の
地
方
創
生
に
つ
い
て
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号
番
告
通

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

１

池
蓮
　

正
良

営
運
政
市
な
正
公
平
公
と
ス
ン
ア
イ
ラ
プ
ン
コ
①

何
に
め
た
る
す
と
土
郷
い
よ
つ
に
害
災
、
て
し
か
い
を
境
環
然
自
②

か
要
必
が

に
め
た
る
す
を
し
出
し
押
の
し
ら
暮
草
天
る
あ
力
魅
③④

18

し
援
支
を
使
行
権
政
参
の
等
者
若
、
て
け
向
へ
現
実
権
挙
選
才う

よ

２

塚
大
　

生
基

て
い
つ
に
生
創
方
地
版
草
天
①

３

光
鎗
　

孝
秀

て
い
つ
に
境
環
活
生
に
び
並
習
学
の
徒
生
・
童
児
①

て
い
つ
に
災
減
・
災
防
②

て
い
つ
に
集
収
ミ
ゴ
③

４

崎
浜
　

昭
義

て
い
つ
に
体
治
自
６
９
８
性
能
可
滅
消
た
し
示
が
議
会
生
創
本
日
①

て
い
つ
に
橋
架
と
れ
入
け
受
の
舶
船
型
大
②

て
い
つ
に
例
条
の
宅
住
営
市
③

５

田
池
　

之
裕

て
い
つ
に
策
対
宅
住
の
へ
者
若
く
働
の
域
地
①

て
い
つ
に
療
診
張
出
の
へ
区
地
医
無
②

て
い
つ
に
備
準
の
へ
録
登
産
遺
界
世
③

６

田
柴

　
　

誠

て
い
つ
に
用
活
利
ド
ン
ウ
ラ
グ
・
館
育
体
②

７

村
西
　

武
尚

て
い
つ
に
興
振
産
水
①

て
い
つ
に
設
建
舎
庁
本
②

け
付
格
者
加
参
札
入
託
委
務
業
る
係
に
事
工
設
建
び
及
事
工
設
建
③

て
い
つ
に

８

洲
濱
　

心
大

て
い
つ
に
入
導
の
度
制
理
管
定
指
る
係
に
宅
住
営
市
④

９

木
赤
　

男
武

て
い
つ
に
策
対
症
中
熱
と
置
設
ン
コ
ア
エ
の
へ
等
設
施
育
教
①

て
い
つ
に
応
対
の
判
４
Ａ
の
机
習
学
る
け
お
に
室
教
校
学
中
小
②

て
い
つ
に
施
実
な
実
着
の
度
制
援
支
立
自
者
窮
困
活
生
③

第
（
税
車
動
自
軽
の
例
条
税
市
草
天
④

81

て
い
つ
に
）
条

18

18

12

18


